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掌生支援を目的とした

融合的なサービス
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[*3修]今回、濁協大学図書館にお伺いし

ました.2007年に新館力鴨館して5年が

経過しますが、この5年閣の図S館運用

全般と自動iI摩の運用についてお話を

お向いしたいと思います.

[.18)麺協大挙図.館1:.2007年9月に、

教室主主どとの複合施設である天野貞裕

記念館内に移転して新図書館としてオ

ープンしました.天野貞箔記念館1:. 当

時の外国語署員膏研究所、情報包ンターお

よび図書館の教育研究支援に滋わる3

織聞の機能を笥機的に統合した、大学の

教育研究拠点となる建物です.

国信館の麓書数{ま開架・関架合わせて

約87万冊を所蔵しています.歯科奄主

題ごとに各階に配置し、資料・間第席・力

ウンタ-~ど基本的なレイアウトを各

フロアほぽ其過にする主主ど、わかりやす

く使いやすい図書館、長時間滞在型の図

書館を目指しました.天野貞補記怠館の

東側は教室ゾーンと怠っており、3階ま

でのどのフロアからでも入館できるので、

授業の前後忽どに利用しやすい構造に

主主っています.(園1)

[**)利用者サービスの特長について

お話をお伺いします.

(.園]各階に配置した質料の分野に応

じたレファレンス・カウンターを3ヶ所

設置するほか、貸出・返却カウンターを2

1.)所に、PC貸出・サポートデスクを 1 ヶ

所におく毛主ど、手厚い人的サポートを展

関しています.

最大の特長!手、掌生支援を目的とした、

国信館とは異毛よる組織が併設されて、融

合的な学生支援サービスが実現できて

いることです.

まず、情報利用環績の面で{志、館内の
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情報機器とサポートの充実が挙げられ

ます.図書館内に{広告障に分散して多

くのPCを設置していて、無線LANを通

じて持ち込みPCでのネットワークの利

用も司能です.図書館2階に併設された

教育嗣究室援色ンターのPC貨出・サボ

ートデスクで!乱費出用のノートPCを信

りられるほか、図書館のスタッフでは十

分に行えない、PCに関するサポートも

受けることができます.さらに、隣緩し

ているMM(Multlmedla)工房では、艶画

や音声などデジタル情報の編集加工が

可能怠機鎗を揃え、専門のスタッフのサ

ポートが受けられます.

また、濁協大巻の特徴である語学教育

に関連して、図書館3僧にl乱発話トレー

ニンクブース、語学資料コーナー、AVコ

ーナーを設置して語学学習のための工

リアとしていますが、これに隣接して、

語挙挙習のサポートと受読の揚である

ICZ(lnternational Communication 

Zone)があります.ここでは、損業時間

タ1でも、外国語や州国文也に触れること

ができ、等部・学科・学年を越え、日本人

挙生も留掌生も外国人学生も気楽に受

流できる場となっています.

天野資格記念館r:キャンパスのφ央

に笹躍し、掌食も隣接しています.掌生

の生活動線主にあるので、国・館以ヲ1の

各施設も多くの掌隼力寄り用しています.

(**)~るほど.掌生麦援がキーワード

ですね.図・館者E活用してもらうために

は伺か工夫はありますか?

[羽田]入館者数や費出冊敏を見ると、本

学図書館の利用は他大挙にくらべて多

いほうです.これは本掌の掌生が非常に

勉強織のであるためだと患います.図書
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館では、施設を整え資料を充実さぜるこ

とはもちろんですが、さらはる利用唄記

のために、より多くの挙生に有効に活用

してもらうための情報リテラシー教育

として、各種ガイダンスや授業・ゼミの

単位台セミナーを実施しています.

[量目]ガイダンス，包ミナーは3段階で

行っています.第1段階I(j:新入生を対象

にした図.館の概要や簡単は使い方に

ついてのガイダンスです.第2段階は 1

年生を対象にした初年次教育です.資料

の探し方やデータベースの使い方等、も

う少し掘り下げた利用や活用方議に関

して知ってもらいます.第3段階はゼミ

単位、授業単位でのフリーなガイダンス

です.これは先生方の個別の申込を受け

要望に沿って実施しており、多くの先生

方の授業に図書館の色ミナーを取り入

れていただいています.

情報刺用11境としてI:.~.館内の

PCは常設の144台のほか、教育研究荒

提センターの貸出用PCが144台ありま

すが、剥用者の要望が年々高まっている

こともあって、台数を開館当初よりもか

なり熔やしています.また、現在はブリ

ンタも無料で枚数上限も設けず利用で

ぎる環焼にあります.挙隼!彦、図書館の

資料だけで谷くPCを使ってデータペー

ス等も活用しながらブレゼン資料やレ

ボート論文をfl:成することが可能とな

っていま写.
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挙生支援を目的とした融合的怠サービス
濁協大学園書館

今後も図書館では利用者の情報利用 ていませんが、図書館単狙では芯く、園

環境の充実とともに、学生の学習や研究 -館をきめた天野貞箔配意盟主体でラ

活劃の支握を行っていきたいと考えて 一二ング・コモンズが持つべき要素を備

おります. えているのでは芯いかと思います.園書

[木傘]レファレンス・カウンターが各階 館としては、新図醤館で刷用者サービス

にあるとのことですが? や掌習環境を整備し、利用者の多犠芯要

[注目]資料や情報の探し方をサポート 求に応じたゾーン二ンクを行ったことで、

するためのレファレンス・カウンタ を 『滞在型園書館Jが実現できているので

3階までの各階において、全専任職員で はと考えています.

対応しています.色々の職員が担当主題 [木寧]利用者サ ピλの課題について

を持ち、主題別に分かれている各障のレ お伺いします.

ファレンスカウンターに入るように芯 [羽田]今後の図書館の課題として、園書

っています.また、即答できず、継続調査 館が積極的芯姿勇をもって利用者サー

が必要と毛ょった質問については、全専任 ピスを広げるととが必要だと患います.

珊員に対して情報共有を行い、全聴員が 倒えば、遺書ツアーや読書室、ピブリオ

そのフ才ローを出し合うことで、回告を バトル等、学生が自主的に参加する企画

作成していきます.これにより、聴員の です.それには掌生自らが参画する曹囲

スキルアップも目指しています. 気づくりが欠かせません.これからの園

[木事]職員の方は何名いらっしゃいま 書館fa;資料や場所を提供するだけでは

すか? なく‘学生が自主的に考え、企画・実施す

[撞田]現在奴週富館専任麓員lま18名古す. ることで成長できる機会を提供してい

各人が担当主題分野の質料選定も行つ く必要があると考えています.

ています.カウンター業務と遺書の主題 また、本や雑誌といった紙媒体だけさ

が結びついていますので、アメリ力芯ど fd:芯く、電予ジャーナルのほかデジタル

で見られる、学位を修めた専門家とまで 資料の提供にも舵を切っていく必要が

はいきませんが、サブジェクトライブラ ありますが、まだ十分芯取り組みができ

1)アンに近づくための第一歩といえる ていません.令後の課題として窺ってい

でしようか.自分の主題を意脅しつつ業 ると思います.

務を行いますので、多少主主りとも担当し

ている主題に強い鴎員が成長してきで [木寧]自動書庫の現在の利用状況はい

いると思います. かがでしょうか.

[**1ラ一二ンク・コモンズについては [掴田1 1 日の出庫は平均50~100件程

いかがでしょうか? 置です.蔵書の半分である40万冊を自

[溢田]当館では特定の揚所を指してラ 国・庫に格納していますが、自動・庫に

一二ング・コモンズという名和は使用し 格納しているのは主に古い図書や利用

鎖直の低い質料です.

たとえば雑誌は3~

4年の年隈を決めて、

縛鍵ヨーナー

古くはったものを随時自動書庫に格納

しています.利用者からの出納要求があ

ると、カウンター内に出庫されますので.

力ウンターの業務委託スタッフが取り

出し、利用者に提供しています.

[木本]自動書庫についての当初の期待

値と稼働後の評価についてお伺いします.

[羽田]導入前l率、一部の教員や珊員から、

直築資料をブラウジンクできなくなる

点について懸意の声が上がりました.日

図書館の書庫では、教員も図書館璃員も、

ブラウジングにより周辺の聞係図書を

見つけることヵーできましたが‘自動書庫

の揚合は、蔵密検察(OPAC)画面さの

書誌情報をキーに 1 間ずつ出庫して確

認し怠ければなりません.導入。ら5年

経った舎でl乱不満の声1よ閏か主よく主主り

ましたが、資料の探し方が変わったこと

は確かです.

[盤固]自動書庫にある資料を探せない

ために、閣架にある資料だけ古レポート

を作成したりしている掌生がいると思

います.せっかくある資料が活用さ杓広

いのは鶴念なことです.自動書庫の置料

を活用するには、麗.検索(OPAC)を

使いこ在すことが必要不可欠です.タイ

トルや著者名だけではうまく見つから

主主いケースもありますが、分類や件名砿

どを活用して倹索することで、直聾のブ

ラウジンク以上に効果的・網羅的に資料

を発見できることもあります.そのため

には資料直理の由曙でのデータの肩車

の向上と蔵書模索(OPAC)システムの

機能向上が重要に怠ってきます.資料を

提供する側、刺用する倒の共通理解が芯

ければ、自動書庫資料が十分活用されず

死蔵される可能性はありますね.そのた

め、利用者数胃.(J)fcよかで働書検余(OPAC)

鎗笛トIr-=ンタブース

の使い方を十分に理解してもらうとと

もに、使いやすいシステムとしていくこ

とが、自動書庫を活用するためにも重要

です.

自1111庫を導入するととで、司じスペ

ースでの費料の収容能力が格段に上が

ります.また、資料管理も適切に行える

ので、出較的利用が少ない資料を自動書

庫に収納することで、膨大な.康スペー

スを抱える曲聾がなく主主り、その分、利

用者に開敵するスペースを確保するこ

とができました.ただ、自動書庫を採用

するかどうかで、利用者の使い勝手は大

きく異なってきます.遵入に醸しては、

増え続ける蔵書を管理するための施設

置備や各種サービスのための人的資癌、

そのための貴用等を勘案した図書館運

告主般に関する判断が求められます.こ

れは各大掌や図書館の事情によって冥

怠ると思いますので‘どちらがベターか

は一概には言えませ'fvt)..

[木本]最後に、自動書庫の運用について

課題をお伺いします.

自助書店

出納ステーション

[羽田]どん拡システムで管理されてい

るとはいえ、やはり人闘が操作するの君、

人的ミλにより資料が行方不明に怠る

可能世はゼロにはできまぜん.

[**Jどのよう芯状詞で起ごるのでし

ょう力、?

[酒田]過去、大量の入庫作業を行ってい

た時など、エラー防止メッセージやブザ

ーを無視して、強制的に入庫ボタンを押

しコンテナを入庫してしまったことが

あったようです.またたいへん薄い縫誌

が帽の雑誌に挟まってしまった状態で、

そのまま格納されていたこともありま

した.ほかに、資料に複数の資料IDが貼

ってあるのに‘ 1 つのみを読み込んで入

庫してしまった倒はともありま9.雑誌

は固定コンテナを採用して、同ーの雑誌

が同じコンテナに収まる運用にしてい

るので発見されるケースが多し切ですが、

なかには見つけきれず不田本となるも

のもあります.

[温固]自動書庫の場合、塁本的にはシス

テム管理されていますので書庫の申に

格納されていることが前提ですが、一度

園・錨情.セミナールーム

出庫した後、薗出もされず、自動書庫に

も戻っておらず、不田本と主主るケースが

あります.出庫請求した際に、 I既に取り

出し済みjという表示が続いたり、自動

書庫に戻らず開架書架にまぎれていて

発見されるととで、不明本状態にあるこ

とが初めて発覚します.ごのような出庫

後の不明本についても気をつける必要

があると思いま9.

[木本]確かに人的ミスについては課題

方噴ります.あるユーザー積雪はデイリー・

ウイークリー・マンλリーとチェックし

ながら、業務の一環として不明本の確認

をされていました.

[温田]たとえば『出庫から一定期闘を経

過して戻ってきてい芯い図書のリスト』や、

『出庫実績ペスト100Jみたい怠リストが

簡単に出るといいですね.利用額庫が高

い貰料fd:開架に出したり、今後の資料選

定の番考資料としても活用できそうです.

[木本]本日fa貴重怠お時聞をいただき

乱てありがとうござしました

調也大学園書館
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